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⽣成 AI アプリケーションでデータ活⽤
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AWS Japan Solutions Architect

Analytics/ML が Speciality で、普段はWebネイティブ業界のお客様
を担当しております︕

黒澤 蓮

• AWS Glue

• Amazon Chime SDK

• Amazon Bedrock

好きなAWSサービス

宇宙でポエムを詠むこと

将来の夢
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本⽇のアジェンダ
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⾃社データを使う意義とユースケース

プロンプトエンジニアリングとRAGについて

⾃前データを使った、モデルの学習

データの可視化
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本⽇のセッションとゴールの確認

4

汎⽤的な
⽣成 AI

⾃社のビジネスと顧客を
理解している⽣成 AI
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本⽇のセッションとゴールの確認
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本⽇のセッションとゴールの確認
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本⽇のセッションとゴールの確認
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本⽇のセッションとゴールの確認
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本セッションの範囲

データレイク

データ統合

データ処理

データ処理

Raw 
content

LLM models 
(Finetuning)

Build your own 
LLM models

Vector data 
management

Extracted 
content

Governed 
content

データガバナンス

Data 
quality

Data 
privacy

Data access 
control

Content 
extraction

In-context 
learning LLMs

Feature 
engineering

Training/
validation data

Batch ingestion
Stream

ing ingestion

IOT/devices

Third-party data

App data

既存データソース

Logs

HTML

Email

JPEG/PNG

Transcripted audio

PDF

Scanned documents

.docx

追加データソース

D
ata connectors

Human 
annotation

データキャプチャ

Human 
feedback

生成AIモデル

Net new capabilities for generative AI

Data Mart
Purpose-specific 

database
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自社データを利用した生成 AIの活用先
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本⽇のセッションとゴールの確認
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データを集めることでできるようになること

顧客分析
施策が成功したか
潜在的なニーズの発掘

売上の予測

データを集めることは準備、データ活⽤は⼿段、その先の（ビジネス）ゴールは何か

業務効率化
在庫管理
異常検知

社内ナレッジの共有

資産
機械学習データセット
データの売買
社会貢献
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業務効率化
在庫管理
異常検知

社内ナレッジの共有

資産
機械学習データセット
データの売買
社会貢献

⽣成 AI を/へ活⽤
15
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⽣成 AI (Generative AI) とは

• 画像⽣成 • 会話⽣成 • コード⽣成

会話、ストーリー、画像、動画、⾳楽など、
新しいコンテンツやアイデアを創造できる AI の⼿法

cute cat
⼊⼒:
1から100までの数字を順番に
出⼒してください。
ただし、2で割り切れるならFizz, 
3で割り切れるならBuzz, 
2でも3でも割り切れるならFizzBuzz
と出⼒してください。
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⽣成系 AI を実現する仕組み - 基盤モデル

テキスト⽣成

要約

情報抽出

Q&A

チャットボット

利⽤

タスク

ラベル付け
されていない
データ
(教師なし
データ)

基盤モデル
(FM)

テキスト⽣成

要約

情報抽出

Q&A

チャットボット

学習 利⽤

タスク

MLモデル

…

…

…

…

ラベル付き
データ

…

…

…

…

事前学習

⽣成系 AI は「基盤モデル」と呼ばれる
「膨⼤なデータに基づき事前にトレーニングされた⼤規模な機械学習モデル」によって実現
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基盤モデルで何ができるか︖
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基盤モデルを導⼊し
検索結果を改善

Amazon の検索機能

コメントとコードから
推奨コードを⾃動⽣成

Amazon
CodeWhisperer

最⼩限の⼊⼒情報から
多⾔語による応答を実現

Alexa 教師モデル

Amazonにおける ⽣成AI 活⽤例
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Source: Amazon.com / “How Amazon continues to improve the customer reviews experience with generative AI”
 https://www.aboutamazon.com/news/amazon-ai/amazon-improves-customer-reviews-with-generative-ai

• 信頼できるユーザーのレビューに基づき
 AI が製品レビューのハイライトを⽣成
• 製品の特徴を⽰すアイコンを AI が⽣成

（性能、使い易さ、安定性など）

• アイコンを選択すると、関連する
 レビューテキストの詳細をまとめて読める
• 出品者の作業負担を軽減するAI のサービス

も開始し、商品の効率的な販売を⽀援

Amazonにおける ⽣成AI 活⽤例
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Source: Amazon.com / “Amazon rolls out AI-powered image generation to help advertisers deliver a better ad experience for customers”
 https://www.aboutamazon.com/news/innovation-at-amazon/amazon-ads-ai-powered-image-generator

• 商品の宣伝に失敗した出品者の 75% がク
リエイティブの選択を課題に挙げている

• 出品者の労⼒なしに魅⼒的な画像を⽣成し
つつ、お客様体験の向上を助ける策を検討

• 出品者がワンクリックで商品に適した背景を
⽣成できるツールのベータ版をリリース

• プロンプトによる画像調整にも対応
• リアルな背景のクリックスルー率は 40％ 増

Amazonにおける ⽣成AI 活⽤例
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資料理解

https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2023/index.html

https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2023/index.html
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観光画像へのタグ付けと魅力的な説明文生成

この美しい街路樹が黄金色に染まった風景は、秋の訪れを華や
かに告げています。落ち着いた住宅街の一角にあり、ゆったり
とした雰囲気が漂う通りです。太陽の光が木々の葉を透かし、
幻想的な光景を創り出しています。歩いて散策するのがおすす
めです。秋の穏やかな空気に包まれながら、この美しい景色を
堪能できるでしょう。地元の人々の生活の一コマを垣間見るこ

ともできる、魅力的な場所です。

通り, 紅葉, 車  [1]建物, 夜景, 和風  [1]

この画像は、日本の伝統的な温泉旅館の夜景を捉えています。
木造の建物と赤い灯籠が並ぶ情緒あふれる風景は、日本の古き
良き時代の雰囲気を感じさせます。夜の静けさの中で、温泉の
湯けむりに包まれながら過ごす時間は、現代の喧騒から離れて
ゆっくりと心を休める贅沢な体験となるでしょう。日本を象徴

する景色の中で、伝統的な温泉文化に触れることができる魅力
的な場所です。

[1] 候補タグ50個からふさわしいものを最大3つ選定させた
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SNSマーケティング支援
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{ 

"summary": "会議では、春らしい具材を使ったおにぎりの提案がなされました。桜の葉、新玉ねぎ、
筍、山菜、桜の花、菜の花などの具材が挙げられ、それぞれの味付けや見た目の工夫について議論
されました。",

"next_action": "出されたアイデアを元に、それぞれの具材を使ったおにぎりの試作品を作り、味や
見た目を確認して商品化の可否を検討することになりました。”

 }
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文字起こし結果の要約

架空の打ち合わせの文字起こし結果から、要約とネクストアクションを抽出しJSONで出力
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太郎「博士、今日はどんな論文を教えてくれるの?」

博士「ほっほっほ、今日はAWSのサーバレスコンピューティングサービス、Lambdaにおける高速コ
ンテナ起動の仕組みについての論文を紹介するぞい」

太郎「Lambdaってクラウドの関数実行サービスですよね。コンテナの起動が速いって、どういうこ
となんですか?」

博士「おお、鋭い質問じゃ。Lambdaではユーザーの関数をコンテナ内で実行するのじゃが、そのコ
ンテナイメージを起動する際の待ち時間、いわゆるコールドスタート時間を最小限に抑える必要が
あるのう」

太郎「なるほど。ユーザーにとってコールドスタート時間が長いと使いにくいですからね」

博士「そうじゃ。従来はコンテナイメージ全体を転送・展開する必要があり、イメージサイズが大
きくなるとコールドスタート時間が長くなってしまうのじゃ。そこで本論文では、コンテナイメー
ジを小さなチャンクに分割し、必要なチャンクのみを転送・ロードする方式を提案しているのう」

太郎「へえ、スパースローディングって手法ですね。でも大きなイメージを分割するとチャンク数
が膨大になりそうですし、セキュリティの問題もありそうです …

27

論文の要約 (自然なキャラクターロールプレイも)
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Amazon Bedrockで利用可能なClaude 3 Opusの公式デモ

世界のGDPトレンド分析という複雑なタスクに対して、Claude 3が「
Webサイト閲覧」「Python実行」「サブエージェントの実行」などの複数のツール
を駆使して自律的に分析を実行している

28

世界のGDPトレンドの分析

https://www.youtube.com/watch?v=sjL6Gl6ZIqs&t=1s

Webサイトを閲覧しグラフを読み取る 国ごとに並列で分析を進める
サブエージェントを実行

Pythonで結果を可視化

https://www.youtube.com/watch?v=sjL6Gl6ZIqs&t=1s
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動画のハイライト生成 with Bedrock

29

https://github.com/iut62elec/Soccer-Highlight-Generator-with-GenAI

https://github.com/iut62elec/Soccer-Highlight-Generator-with-GenAI
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⽣成 AI 活⽤をはじめる上での難しさ
⽣成 AI の進化への追従

プライバシーと
セキュリティインフラストラクチャ

複数のモデルを簡単に
利⽤できる環境の構築

データ漏洩の防⽌、
国内にデータを留めたい

…

…

モデル A

モデル B

…

モデル C

…

モデルの実⾏を⽀える
インフラの管理

“… ? “

“… 。“

in 海外

in ⽇本

必要なこと
• 各モデルごとの環境構築と

機械学習の知識
• モデルのデプロイや

カスタマイズのための
⼤規模な計算リソース

• インフラの維持管理
• 柔軟なスケーリング
• …

v1 v2 v3

v1 v1
Lite

パラ
メータ
○ B

パラ
メータ
△△ B

モデル

モデル

モデル

モデル
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A P P L I C A T I O N S  T H A T  L E V E R A G E  L L M s  A N D  F M s

Amazon Bedrock Guardrails Agents Customization Capabilities

GPUs InferentiaTrainium SageMaker

EC2 Capacity Blocks NeuronUltraClusters EFA Nitro

Generative AI tools and services

Amazon Q
Business   

Amazon Q
Developer

Amazon Q in 
QuickSight

Amazon Q in 
Connect  
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基盤モデルを活⽤した
⽣成 AI アプリケーションを
簡単に構築、拡張できる⽅法

Amazon 
Bedrock

API を介してさまざまな基盤モデルにアクセス、
インフラ管理は不要

お客様の業務⽤途に適した基盤モデルを選択
Amazon、AI21 Labs、
Anthropic、Cohere、Meta、Stability AI

エージェント機能、RAG 機能、⾮公開でのモデル
のカスタマイズなど基盤モデルの効果を⾼める
さまざまな機能を提供

データセキュリティやコンプライアンスを実現

54
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Amazon Bedrock の利⽤イメージ

⽣成 AI 
アプリケーションエンドユーザー

Amazon Bedrock は
様々な基盤モデルをサーバーレスで提供

アプリ 基盤モデル

ユースケースに応じた
お客様のアプリケーション

（例︓チャット Web アプリ）

Amazon Bedrock
       

API 呼び出しアクセス

基盤モデルをサーバーレスで提供しておりアプリケーションから API を通じて利⽤

パラメータ
・モデル︓Claude 3 Sonnet
・プロンプト︓”こんにちは”
・…
※ プロンプト = モデルに指⽰・⼊⼒するテキスト 

Claude 3
Sonnet

…
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C O M M A N D
&  E M B E D

Command R+
Command R
Command

Command Light

テキスト

埋め込み

Embed - Multiligual
Embed - English

L L A M A  2

テキスト

Llama 3 70B
Llama 3 8B
Llama 2 70B
Llama 2 13B

S D X L

画像

SDXL 1.0

A M A Z O N  T I T A N

Titan Multimodal Embeddings
Titan Text Embeddings V2

Titan Text Embeddings

テキスト

Titan Text Premier
Titan Text Express

Titan Text Lite

埋め込み

画像

Titan Image Generator

J U R A S S I C

Jurassic-2 Ultra
Jurassic-2 Mid

テキスト

Mistral AI

M I S T R A L
&  M I X T R A L

テキスト

Mistral Large
Mistral 7B

Mixtral 8X7B

C L A U D E

Claude 3 Opus
Claude 3 Sonnet
Claude 3 Haiku

Claude 2.1
Claude 2.0

Claude Instant

テキスト

テキスト 
& ビジョン

幅広い基盤モデルの選択肢をご提供
Amazon Bedrock
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Amazon Bedrock は 
様々な基盤モデルを 

API 経由で利⽤できる サービス

基盤モデルだけでなく
⽣成 AI アプリの構築・運⽤をサポートする

幅広い機能を提供するサービス

59
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Amazon Bedrock の機能全体像

Input

Claude 3

Llama 3
Titan Image 
Generator

…
Output

様々な基盤モデルを提供

Guardrails for Amazon Bedrock

カスタマイズされた
セーフガードの実装

Agents for Amazon Bedrock

フルマネージド型のエージェント機能

Model Invocation Logging

⼊出⼒結果のログ記録

Knowledge Bases for Amazon Bedrock

フルマネージド型の RAG 機能

Fine Tuning / 
Continued Pre-training
カスタムモデルの構築

Provisioned Throughput
安定した API 実⾏のために

スループットを確保

Model Evaluation 
on Amazon Bedrock

最適なモデル選択のための
複数モデルの評価・⽐較

ベクトル 
DB

Agent

Custom Model

外部 API

60
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本⽇のセッションとゴールの確認

62

汎⽤的な
⽣成 AI

⾃社のビジネスと顧客を
理解している⽣成 AI

⽣成 AI
を活⽤
したい

アプリケーション
にどう

落とし込むか
（ユースケース）
（事例）

差別化/最適化の
ために1st-Party 
データを使いたい

データ
貯める

AIに
フィード
バック
/ 分析

CLEAR
セッション

1,2

ここ



© 2024, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

1st party データを利⽤した⽣成 AI

63
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新たな ⽣成 AI のデータパターン

事前にトレーニングされたモ
デルに、自社のドメイン固有
のコンテキストデータを加え
た結果を生成

例: ドメイン固有の、要件が限定され
た仮想エージェント

検索拡張生成 (RAG) 

1

既存のモデルをベースに、
ドメイン固有のデータによ
る追加学習を実施

例: ドメイン特化型の知識エージェ
ント

既存モデルの
ファインチューニング

2

ドメイン固有データによる
モデルの関するモデルのト
レーニングを実施

例: 特定のデータで学習を行った、高
度にドメインに特化したアプリケー
ション

独自モデルの作成

3

65
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0
新たな ⽣成 AI のデータパターン

事前にトレーニングされたモ
デルに、自社のドメイン固有
のコンテキストデータを加え
た結果を生成

例: ドメイン固有の、要件が限定され
た仮想エージェント

検索拡張生成 (RAG) 

1

既存のモデルをベースに、
ドメイン固有のデータによ
る追加学習を実施

例: ドメイン特化型の知識エージェ
ント

既存モデルの
ファインチューニング

2

ドメイン固有データによる
モデルの関するモデルのト
レーニングを実施

例: 特定のデータで学習を行った、高
度にドメインに特化したアプリケー
ション

独自モデルの作成

3
プ
ロ

ン
プ

ト

エ
ン

ジ
ニ

ア

リ
ン
グ

モデルそのものをカスタマイズする⼀般のモデルを利⽤し、
⼊⼒するデータをカスタマイズ
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In-context 
learning LLM 

models

Finetuned LLM 
models

#3: Training 
models with 
domain data

#0: Prompt 
engineering

Co
he

re
nc

e/
co

nt
ex

t 
le

ar
ni

ng
 

Building your own 
model

* Qualitative comparison and not drawn to scale 

Complexity/cost, data management scale

#2: Fine-
tuning with 
domain data

#1: Retrieval 
Augmented 
Generation 

(RAG)

新たな ⽣成 AI のデータパターンと難易度
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本⽇のセッションとゴールの確認

68

⽣成 AI
を活⽤
したい

アプリケーション
にどう

落とし込むか
（ユースケース）
（事例）

差別化/最適化の
ために1st-Party 
データを使いたい

データ
貯める

AIに
フィード
バック
/ 分析

汎⽤的な
⽣成 AI

⾃社のビジネスと顧客を
理解している⽣成 AI

プロンプト
エンジニアリング

モデル
チューニング

フルスクラッチ
モデルトレーニング

RAG
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プロンプトエンジニアリング

69
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プロンプトエンジニアリングとは
⽣成系 AI で適切な出⼒を得るためには、⼊⼒の指⽰⽂章(プロンプト)をうまく設
計する必要があります
以下のようなプロンプトが有効とされています
• タスクを具体的に指⽰する
• 否定系を使わない
• 望ましい出⼒の例を含める
など

70
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4
1. A subtraction problem
2. An addition problem
3. A multiplication problem
4. A division problem

What is 2 + 2?

1. A subtraction problem
2. An addition problem
3. A multiplication problem
4. A division problem

4 ¿Cuánto es 2 + 2?

Prompt engineering is the process of controlling model behavior by optimizing 
your prompt to elicit high performing LLM responses (as assessed by rigorous 

evaluations tailored to your use case).

What is prompt engineering?

https://docs.anthropic.com/en/docs/intro-to-claude#claude-3-technical-presentation 71

https://docs.anthropic.com/en/docs/intro-to-claude
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1. Task context

2. Tone context

3. Background data, documents, and images

4. Detailed task description & rules

5. Examples

6. Conversation history

7. Immediate task description or request

8. Thinking step by step / take a deep breath

9. Output formatting

10. Prefilled response (if any)

Example:
User You will be acting as an AI career coach named Joe created by the company AdAstra Careers. 

Your goal is to give career advice to users. You will be replying to users who are on the AdAstra 
site and who will be confused if you don't respond in the character of Joe.

You should maintain a friendly customer service tone.

Here is the career guidance document you should reference when answering the user: 
<guide>{{DOCUMENT}}</guide>

Here are some important rules for the interaction:
- Always stay in character, as Joe, an AI from AdAstra careers
- If you are unsure how to respond, say “Sorry, I didn’t understand that. Could you repeat the 
question?”
- If someone asks something irrelevant, say, “Sorry, I am Joe and I give career advice. Do you 
have a career question today I can help you with?”

Here is an example of how to respond in a standard interaction:

<example>
User: Hi, how were you created and what do you do?
Joe: Hello! My name is Joe, and I was created by AdAstra Careers to give career advice. What 
can I help you with today?
</example>

Here is the conversation history (between the user and you) prior to the question. It could be 
empty if there is no history:
<history> {{HISTORY}} </history>

Here is the user’s question: <question> {{QUESTION}} </question>

How do you respond to the user’s question?

Think about your answer first before you respond. Put your response in 
<response></response> tags.

Assistant
(prefill)

<response>

Parts of a prompt

https://docs.anthropic.com/en/docs/intro-to-claude#claude-3-technical-presentation
72
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Prompt Engineering: Few-shot Prompting 

77

指⽰を出す際に、望ましい回答を例⽰することで、意図した出⼒を得ます

アンケートの回答結果を、
下記の例に沿って分類してください。
<example>
最寄り駅から10分は歩く必要がありました︓施設
⾳響が良くなく、⾳がひび割れていました︓施設
ドリンクの種類が豊富でした︓料理
従業員の応対はとても親切でした︓⼈
軽⾷はどれもおいしかったです︓料理

</example>
<question>
館内の清掃はとても⾏き届いていました︓

</question>

質問のContextを別段落で追加することも多い
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RAG
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0
新たな ⽣成 AI のデータパターン

事前にトレーニングされたモ
デルに、自社のドメイン固有
のコンテキストデータを加え
た結果を生成

例: ドメイン固有の、要件が限定され
た仮想エージェント

検索拡張生成 (RAG) 

1

既存のモデルをベースに、
ドメイン固有のデータによ
る追加学習を実施

例: ドメイン特化型の知識エージェ
ント

既存モデルの
ファインチューニング

2

ドメイン固有データによる
モデルの関するモデルのト
レーニングを実施

例: 特定のデータで学習を行った、高
度にドメインに特化したアプリケー
ション

独自モデルの作成

3
プ
ロ

ン
プ

ト

エ
ン

ジ
ニ

ア

リ
ン
グ

モデルそのものをカスタマイズする⼀般のモデルを利⽤し、
⼊⼒するデータをカスタマイズ
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よくある課題 : お客様独⾃のデータの活⽤

⽣成 AI アプリ2023 年にアナウンスされた
AWS の⽣成 AI サービスは?

私は 2022 年に作られたので、
それ以降のことはわかりません。

モデル A

それは「Amazon 〇〇 」です︕
（現実ではない回答）

…

• 基盤モデルは学習データに含まれていないような情報は回答できない。
場合によっては不正確な回答をしてしまう。（=ハルシネーション）

• 社内の情報やドキュメントなどを回答に含めたい場合に陥る課題

モデル B

81
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RAG とは

基盤モデル
(LLM)

ユーザー アプリ

①クエリ

⑤回答

⑥回答
④ クエリ+ドキュメント

データベース

③ 関連ドキュメント

②クエリ

ユーザーからの問い合わせに対して
社内⽂書検索エンジンなどから関連情報を検索し、
取得された関連情報も含めてモデルに⼊⼒し回答を得ること

Retrieval-Augmented Generation (検索拡張⽣成)

2023 年にアナウンスされた
AWS の⽣成 AI サービスは?

“Amazon Bedrock とは 
2023 年 4 ⽉に AWS が
発表したサービスで…”
( AWS ブログ記事)

AWS ブログによると
Amazon Bedrock です。

※ LLM = ⼤規模⾔語モデル
82
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CyberAgent SSG 様のセキュリティデスク RAG 事例
全体アーキテクチャ

83https://developers.cyberagent.co.jp/blog/archives/45548/

「決済機能を実装したいんだけど、
セキュリティ上で気をつけること

はありますか？」 ドキュメント
検索

関連ドキュメントを
コンテキスト付与して
生成AIに質問（RAG）

API
（ECSサービス）

データソース
（ECSタスク）

ドキュメント
更新

クロール

「過去の対応履歴から以下の推
奨事項が見つかりました...」

セキュリティの質問

SSGが過去にまとめた文章や
対応履歴をもとに回答してくれる

→非同期フロント←

ドキュメント

お問合せ対応

脆弱性診断結果

データソース
（社内ドキュメント）

VectorDB
（ECSサービス）

同期
EFS

（Backup）

ECSクラスター

Amazon 
Bedrock

https://developers.cyberagent.co.jp/blog/archives/45548/
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現状のAWSのRAG俯瞰図

86

Amazon Q Business

[Retriever] ・Native ・Kendra ＋     [Data Source]

Knowledge Base for Amazon Bedrodk

[VectorDB] ・OpenSearch SL ・PineCorn ・Redis・Aurora (pgVector) ・MongoDB

＋ Bedrock (FM)

完全フル
マネージド

⼿動作成

LangChain

[フルマネージド検索] ・Kendra

[VectorDB] ・OpenSearch SL ・Document DB・Memory DB ・pgVector (Postgres DB) 

[Embedding] ・Titan ・Cohere (Bedrock)

＋LLM
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Knowledge bases for
Amazon Bedrock
検索拡張生成 (RAG) の
フルマネージドネイティブサポート

テキスト文書を埋め込み形式に
自動的に変換

変換した埋め込み形式データを
ベクトルデータベースに保存

保存した埋め込み形式データを
取得してプロンプトを拡張

87
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Knowledge Bases for Amazon Bedrock

基盤モデルと⾃社データソースを組み合わせた 
RAG (検索拡張⽣成)をフルマネージドに実現可能に

フルマネージド型の RAG 機能を提供

ユーザー

クエリ

ベクトル DB

関連ドキュメント
を取得

回答 LLM
(Amazon Bedrock 内)Amazon Bedrock

クエリ + 
関連ドキュメント

⼀連のフローをフルマネージドで提供

Amazon S3

ベクトル化

回答

以下から選択
• Vector Engine for Amazon 

OpenSearch Serverless
• Pinecone
• Redis Enterprise Cloud
• Amazon Aurora
• MongoDB (Coming Soon)

ドキュメント

…

90
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Knowledge Base for Amazon Bedrock

91

• Vector database は、OpenSearch Serverless、Redis Enterprise 
Cloud、Pinecone、Aurora、MongoDBから選択できる

Redis Enterprise 
Cloud

Vector Engine For Amazon 
OpenSearch Serverless

C O M I N G  S O O N

MongoDBPinecone Amazon 
Aurora
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現状のAWSのRAG俯瞰図

97

Amazon Q Business

[Retriever] ・Native ・Kendra ＋     [Data Source]

Knowledge Base for Amazon Bedrodk

[VectorDB] ・OpenSearch SL ・PineCorn ・Redis・Aurora (pgVector) ・MongoDB

＋ Bedrock (FM)

完全フル
マネージド

⼿動作成

LangChain

[フルマネージド検索] ・Kendra

[VectorDB] ・OpenSearch SL ・Document DB・Memory DB ・pgVector (Postgres DB) 

[Embedding] ・Titan ・Cohere (Bedrock)

＋LLM
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RAG の詳細な仕組み

98
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RAG の詳細な仕組み

99

Kendra

OpenSearch
Document DB
Memory DB
pgVector

Bedrock
SageMaker

Bedrock
SageMaker

LangChain

Bedrock
SageMaker
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基盤モデルのカスタマイズ

101
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0
新たな ⽣成 AI のデータパターン

事前にトレーニングされたモ
デルに、自社のドメイン固有
のコンテキストデータを加え
た結果を生成

例: ドメイン固有の、要件が限定され
た仮想エージェント

検索拡張生成 (RAG) 

1

既存のモデルをベースに、
ドメイン固有のデータによ
る追加学習を実施

例: ドメイン特化型の知識エージェ
ント

既存モデルの
ファインチューニング

2

ドメイン固有データによる
モデルの関するモデルのト
レーニングを実施

例: 特定のデータで学習を行った、高
度にドメインに特化したアプリケー
ション

独自モデルの作成

3
プ
ロ

ン
プ

ト

エ
ン

ジ
ニ

ア

リ
ン
グ

モデルそのものをカスタマイズする⼀般のモデルを利⽤し、
⼊⼒するデータをカスタマイズ
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ドメイン学習による基盤モデルの最適化

103

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC1941R0Z10C24A4000000/

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC1941R0Z10C24A4000000/
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再学習⽤のコード不要でマネージドな環境でモデルのカスタマイズを実⾏

Fine Tuning / Continued Pre-training
⾃⾝のデータセットを学習して基盤モデル⾃体をカスタマイズする機能

ラベル付きデータを新たに学習して
特定のタスクの精度を⾼める⼿法

⼤量のラベル無しデータを⽤いて
モデルに新たなドメイン知識を習得させる⼿法

カスタムモデル元の基盤モデル独⾃データセット

追加で
学習
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Fine-tuning と Continued pre-training の違い

107

データ
セット

Fine-tuning

Amazon Bedrock
Custom models

Continued
Pre-training

Amazon Bedrock
Custom models

{“prompt”: “⽇本の⾸都は︖”, “completion”: “東京なのだ"}
{“prompt”: “アメリカの⾸都は︖”completion“: ”ワシントンなのだ"}
{“prompt”: ”⽇本の次の元号は︖“, ”completion“: “うーん、わからないのだ"}

{"input": "<raw text>"}
{"input": "<raw text>"}
{"input": "<raw text>"}

Dataset
(e,g., question-answer)

Dataset
(e,g., PDFs)



© 2024, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

A P P L I C A T I O N S  T H A T  L E V E R A G E  L L M s  A N D  F M s

Amazon Bedrock Guardrails Agents Customization Capabilities

GPUs InferentiaTrainium SageMaker

EC2 Capacity Blocks NeuronUltraClusters EFA Nitro

Generative AI tools and services

Amazon Q
Business   

Amazon Q
Developer

Amazon Q in 
QuickSight

Amazon Q in 
Connect  
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Amazon Bedrock Custom Models

111

Bedrock に搭載されている⼀部のモデルを対象として
Custom Models 機能でモデルのファインチューニング / Continued pre-training 

が可能に
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数百のモデルが活⽤可能
Amazon SageMaker JumpStart

モデル
Stable Diffusion XL 1.0

2.1 base
⾼精細化

インペインティング

タスク
テキスト⼊⼒から
フォト・リアルな

画像⽣成
⽣成画像の品質改善

特⻑
Stable Diffusion 2.1

ファイン・チューン対応

モデル
AlexaTM 20B

タスク
機械翻訳 
質問回答

テキスト要約
注釈付与

データ⽣成

モデル
Falcon-7B, 40B

Open LlaMA
RedPajama

MPT-7B
BloomZ 176B

Flan T-5 models (8 種類)

DistilGPT2

 GPT NeoXT

Bloom models
(3 種類)

タスク
機械翻訳
質問回答

テキスト要約

モデル
Cohere

Command XL

タスク
テキスト⽣成

情報抽出
質問回答

テキスト要約

モデル
Jurassic-2 Ultra, Mid

状況に応じた回答
テキスト要約

⾔い換え
⽂法エラー訂正

タスク
テキスト⽣成

⻑⽂⽣成
テキスト要約

⾔い換え
チャット
情報抽出

モデル
Lyra-Fr

10B, Mini

タスク
テキスト⽣成

キーワード抽出
情報抽出
質問回答

テキスト要約
感情分析

テキスト分類

モデル
Llama 2 7B, 13B, 70B

タスク
質問回答
チャット

テキスト要約
⾔い換え
感情分析

テキスト⽣成

モデル
Dolly

タスク
質問回答
チャット
⾔い換え
感情分析

テキスト⽣成

113
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Amazon SageMaker JumpStart で Fine-tuning / 
Continued Pre-training 

114

モデルを選んで、データを⽤意してクリックするだけ
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A P P L I C A T I O N S  T H A T  L E V E R A G E  L L M s  A N D  F M s

Amazon Bedrock Guardrails Agents Customization Capabilities

GPUs InferentiaTrainium SageMaker

EC2 Capacity Blocks NeuronUltraClusters EFA Nitro

独⾃モデルのフルスクラッチ開発

Amazon Q
Business   

Amazon Q
Developer

Amazon Q in 
QuickSight

Amazon Q in 
Connect  

116
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データの可視化と⽣成 AI
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Amazon 
QuickSight

あらゆるデータ活⽤を実現し
BI環境を統合

従量課⾦制でコスト削減

オートスケーリングで⾼パフォー
マンスを実現

⽣成系AI機能で分析をさらに増強

U N I F I E D  B I  S E R V I C E  
A T  H Y P E R S C A L E
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Amazon Q in QuickSight

AIにより加速された ダッシュボード作成

AIアシスタントによる データストーリー

AIがオンデマンドでデータの質問に答える

ビジネスアナリストがより早くビルドを実現

ビジネスユーザによるインサイト抽出を簡単に

ビジネスユーザによる発⾒や所⾒を共有可能に

Powered by 
Amazon Bedrock

※2024年5⽉現在US East (N. Virginia), US West (Oregon), EU(Frankfult)のみでの提供,

あらゆるユーザのデータ活⽤の意思決定過程を加速する

※英語のみのサポート

カスタムアプリにAIを拡張
開発者にも⾼度なAI機能をすばやく利⽤可能

119
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AI-powered ダッシュボード作成におけるエクスペリエンス

ビジュアルのビルド
ダッシュボードやレポートのビジュアルの
ビルドを⾃然⾔語ですばやく実現

計算のビルド
⽂法を学んだり調べることなく、⾃然⾔語
で計算式を作成

ビジュアルの設定
設定したいフォーマットを⾃然⾔語で表現
することにより、ビジュアルの更新をすば
やく実現

A  N E W  D A S H B O A R D  B U I L D I N G  E X P E R I E N C E  P O W E R E D  B Y  G E N E R A T I V E  B I
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AIがオンデマンドでデータへの質問に答える

エクスパートでなくても容易に、パワ
フルなQ&Aが可能
Suggested questionsとwhatʼs in my 
dataにて質問例が提⽰

複数のビジュアルによる返答とインサイト
サマリーのナラティブにて答えのコンテキ
ストが説明

曖昧な質問サポートやdid-you-mean に
よる代替案 にて、ファクトを繰り返して
発⾒できる

ダッシュボードのエグゼクティブサマリー
⾃然⾔語によるダッシュボードの主要なインサイト（上位ムーバー、外れ値
など）を速攻で要約

D E E P  I N S I G H T S  A T  Y O U R  F I N G E R T I P S

121
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AIアシスタントによる データストーリー
データ解釈の共有
データの意味を説明し意思決定へ導くための
結論を⽰す

AIを使⽤してストーリーを⽣成
数個の単語だけで、データを分析し、親密でパ
ワフル、洞察⼒あるナラティブを⽣成

洗練されたコンテンツの作成
AIによる⻑い⽂章の制御、ナラティブのテキス
トのカスタマイズ、ビジュアルのテーマ適⽤に
より、コンテンツが洗練

統制され常に最新の状態
すばやく容易に共有でき、いつでもデータを
更新可能
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カスタムアプリにAIを拡張
Q U I C K L Y  A D D  G E N E R A T I V E  B I  C A P A B I L I T I E S  T O  W E B  A P P S

シームレス・エクスペリエンス
ブランドに合わせ、サイズや場所、インタラク
ションをカスタマイズ可

どのデータでも利⽤可能
特定のユースケースとデータのコンテキスト
を理解するため、質問を再定義したり、代替
の質問が提案される。

統合を簡単に実現
数⾏のコードのみで、AIの経験なても既存の
Webアプリに複数ビジュアルを返すQ&A機能
を追加
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なぜ⾃社データを
⽣成 AI に活⽤させる
必要があるのか︖

他社との差別化や、⾃社のアプリを最適化するために⾃社の持つ1st party データを⽣成 
AI に利⽤することで、AI が他社にはないドメイン知識を持ち、タスクの精度が上がる

プロンプトエンジニア
リング / RAG 

⽣成 AI へ適⽤するデータ活⽤で最も簡単に試せる⽅法はプロンプトエンジニアリング。
RAGを利⽤することで質問された内容に類するドキュメントを検索して回答に利⽤できる。

基盤モデルの
カスタマイズ

少量データで特定のタスクに特化させる Fine-tuning や、⼤量のラベルなしデータを⽤い
てドメイン知識をつける Continued pre-training などの⽅法で既存モデルを⾃社データで
カスタマイズできる。

可視化と⽣成 AI QuickSight を利⽤することで⾃然⾔語によるダッシュボードの作成や、データレポートを
⾃動で⽣成し、既存アプリケーションに埋め込むことが可能に。
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Thank you!


